
下水道に流してはいけないもの 

 

下水道は、下水管に集めた汚水を処理場で浄化し、河川に放流しています。 

下水管が詰まる原因となるもの、下水処理水の質を悪化させるものは流さないでください。 

 下水道を末永く使うために 

 野菜くず・残飯・髪の毛・石鹸などの固形物を流さない 

排水管や下水管が詰まり、悪臭や排水不良の原因となります。 

 必要以上の洗剤を使用しない・流さない 

下水処理水の質を悪化させる原因となります。 

 天ぷら油などの廃油を流さない 

 下水管の中で固まって管を詰まらせたり、処理場の働きを悪くしたりする恐れがあります。 

廃油は固形化するなど工夫して処分しましょう。 

また調理後のフライパン、食器に着いた油汚れはキッチンペーパーなどで拭き取ってから 

洗うようにしましょう。 

 水洗トイレには水に溶けやすいトイレットペーパー以外のものは流さない 

水に溶けやすいトイレットペーパー以外のティッシュペーパー、紙オムツ、生理用品、 

タバコ、ガム、ビニールなどを流すと詰まりの原因になります。 

またトイレ用掃除シートは流しても良いことになっていますが、 

トイレットペーパーと比較すると水に溶けにくいため、できる 

かぎりごみとして捨てるようにしましょう。 

 有害・有毒・危険物は流さない 

ガソリン・シンナー・アルコール類など揮発性や引火性の高い溶

剤などの危険物は絶対に流さないでください。 

下水管や汚水ますを溶かしたり、火災の原因になったりする恐れがあります。 

 

下水道はなんでも流せるというものではありません。 

下水管が詰まってしまうと、マンホールなどから汚水が溢れる可能性があります。 

下水処理水の質が悪化すると、その分きれいな水になるまでに多くの費用と時間がかかります。 

下水道は快適な生活環境をつくる、大切な公共の財産です。 

一人ひとりが心がけ、大切に使いましょう。 


